
【
実
施
日
】
平
成
27
年

３
月
11
日
（
水
）

【
参
加
者
】
28
名

会
員
20
名
、
一
般
８
名

一
．
実
施
内
容

快
晴
の
朝
、
寒
川
駅
北

口
、
茅
ヶ
崎
市
役
所
と
回
っ

て
、
平
塚
駅
南
口
を
定
刻

に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

学
習
会
の
ス
タ
ー
ト
前
、

４
年
前
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
の
冥
福
を
祈
り
全

員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
。

誠
観
光
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
、
西
湘
バ
イ
パ
ス
～

箱
根
新
道
経
由
で
目
的
地

に
向
か
っ
た
。
途
中
休
憩

し
た
箱
根
峠
で
芦
ノ
湖
を

望
む
。
山
上
は
雪
雲
が
覆

い
肌
寒
か
っ
た
。

市
街
地
で
の
三
島
湧
水
・

柿
田
川
湧
水
見
学
（
学
習
会
）

は
、
風
が
少
し
強
か
っ
た
が
、

陽
射
し
が
あ
り
寒
さ
を
感
じ

る
こ
と
な
く
で
き
た
。

三
島
湧
水
見
学
は
『
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
三

島
』
理
事
で
『
源
兵
衛
川
を

愛
す
る
会
』
事
務
局
長
の
越

沼
様
・
事
務
局
の
山
本
様
に

対
応
し
て
頂
い
た
。

柿
田
川
湧
水
見
学
は
『
公

益
財
団
法
人

柿
田
川
み
ど

り
の
ト
ラ
ス
ト
・
柿
田
川
自

然
保
護
の
会
』
会
長
の
漆
畑

信
昭
様
に
入
念
な
事
前
準
備

を
し
て
頂
き
、
執
行
理
事
の

渡
辺
様
・
下
川
原
様
・
細
倉

様
の
３
名
か
ら
柿
田
川
湧
水

の
説
明
を
し
て
頂
い
た
。

多
忙
中
に
も
関
わ
ら
ず
懇

切
丁
寧
に
対
応
し
て
頂
き
、

大
変
有
意
義
な
湧
水
学
習
会

が
で
き
ま
し
た
。
両
会
の
皆

さ
ま
に
感
謝
致
し
ま
す
。

二
．
源
兵
衛
川
見
学

【
集
合
】
三
島
梅
花
藻
の
里

【
時
間
】
10
時
～
12
時

源
兵
衛
川
は
市
立
公
園
・

楽
寿
園
の
中
に
あ
る
小
浜
池

を
水
源
と
し
て
、
中
郷
温
水

地
ま
で
流
れ
る
全
長
1.5
㎞
の

農
業
用
水
路
で
整
備
さ
れ
た

美
し
い
水
辺
空
間
が
守
ら
れ
、

保
た
れ
て
い
る
。

昭
和
30
年
代
中
ご
ろ
か
ら
、

上
流
域
で
の
地
下
水
汲
み
上

げ
に
よ
る
湧
水
の
減
少
、
生

活
排
水
の
流
入
、
ゴ
ミ
の
放

置
な
ど
に
よ
り
悪
化
し
た
汚

れ
た
源
兵
衛
川
を
取
り
戻
そ

う
と
１
９
９
０
年
よ
り
地
道

な
保
全
活
動
が
続
け
ら
れ
、

現
在
の
水
辺
に
ホ
タ
ル
が
飛

び
交
い
、
子
ど
も
達
の
水
遊

び
が
絶
え
な
い
川
が
戻
っ
て

き
て
い
る
。

案
内
を
し
て
頂
い
た
越
沼

さ
ん
が
言
わ
れ
た
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
前
の
ヘ
ド
ロ
の
な
い

良
い
川
に
戻
し
た
い
と
、
月

に
一
回
、
疲
れ
な
い
よ
う
に

２
０
年
以
上
や
っ
て
み
れ
ば

良
く
な
る
と
地
道
に
や
っ
て

き
た
」
と
い
う
言
葉
が
耳
に

残
っ
た
。

『
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
三
島
』

の
参
加
団
体
は
、
20
団
体
、

市
民
・
企
業
・
行
政
が
協
働

で
環
境
整
備
を
お
こ
な
う

架
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
け
は
し「

右
手
に
ス
コ
ッ
プ
、
左

手
に
缶
ビ
ー
ル
」
の
合
言
葉

が
良
い
で
す
ね
。･･･

①
三
島
梅
花
藻
の
里

ば

い

か

も

②
源
兵
衛
川
・
桜
並
木

清
ら
か
な
水
が
流
れ
、
大

人
で
も
川
の
中
に
入
り
た
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
春
に

な
る
と
ホ
タ
ル
の
幼
虫
が
這

い
上
が
り
土
の
中
に
も
ぐ
っ

て
サ
ナ
ギ
に
な
り
、
初
夏
に

な
る
と
多
く
の
成
虫
が
に
川

面
に
舞
う
そ
う
で
す
。

1

源
兵
衛
川
・
柿
田
川
湧
水

相
模
川
湘
南
地
域
協
議
会

中
門
吉
松

平
成
26
年
度
湧
水
学
習
会
報
告

桂
川
・
相
模
川
流
域
協
議
会



＊
緑
の
苑
緑
地

源
兵
衛
川
中
流
に
位
置

し
、
水
中
か
ら
湧
出
す
る

の
が
見
え
る
。
橋
の
欄
干

は
傾
斜
が
あ
り
散
策
す
る

人
が
寄
り
か
か
っ
て
休
憩

で
き
る
よ
う
に
心
配
り
さ

れ
て
い
る
。
カ
ワ
セ
ミ
が

何
度
も
現
れ
宝
石
の
よ
う

な
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
姿

を
見
せ
て
く
れ
た
。

＊
雷
井
戸

住
宅
地
の
中
に
あ
り

直
径
約
３
ｍ
の
円
形
井
戸

で
昔
は
簡
易
水
道
の
水
源

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

住
宅
地
の
側
面
に
開
け

ら
れ
た
穴
か
ら
も
湧
水
が

流
れ
出
て
い
る
。

中
央
水
道
水
源
跡
も
あ

り
、
住
民
の
生
活
と
の
深

い
関
わ
り
が
み
ら
れ
る
。

＊
三
島
広
小
路

江
戸
時
代
三
島
の
宿
場

に
時
を
告
げ
て
い
た
鐘
が

あ
り
、
隣
に
は
有
名
な
ウ

ナ
ギ
の
桜
家
も
あ
り
ま
す
。

源
兵
衛
川
に
架
る
伊

豆
箱
根
鉄
道
の
鉄
橋
下
か

ら
は
電
車
を
見
上
げ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
撮
り
鉄

の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ

る
よ
う
で
す
。

広
瀬
付
近
で
Ｔ
Ｖ
東
京

の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

＊
小
浜
池
・
ほ
た
る
の
里

源
兵
衛
川
の
源
流
小
浜

池
は
富
士
山
の
噴
火
の
際

に
流
れ
出
た
『
三
島
溶
岩

流
』
の
溶
岩
の
間
か
ら
雪

解
け
水
が
湧
出
し
て
源
兵

衛
川
な
ど
に
流
れ
出
し
て

い
る
。
訪
れ
た
時
は
渇
水

で
あ
っ
た
が
、
道
路
を
隔

て
た
店
の
前
の
側
溝
か
ら

多
量
の
湧
水
が
川
に
流
れ

出
て
い
た
。

民
家
の
庭
先
で
は
ホ
タ

ル
の
養
殖
が
さ
れ
て
い
て
、

幼
虫
の
生
態
を
み
る
こ
と

が
で
き
た
。

多
く
の
方
が
三
島
湧
水

を
愛
し
、
水
辺
環
境
を
保

全
す
る
活
動
を
続
け
て
い

る
こ
と
を
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

【
昼
食
休
憩
】

沼
津
港
魚
市
場
で
そ
れ

ぞ
れ
が
好
み
の
食
堂
で
お

魚
料
理
を
愉
し
ん
だ
。

三
．
柿
田
川
湧
水
見
学

【
集
合
】
第
一
展
望
台

【
時
間
】
14
時
～
15
時
半

＊
第
１
展
望
台

執
行
理
事
の
渡
辺
さ
ん

が
行
程
紹
介
さ
れ
た
後
、

理
事
の
下
川
原
さ
ん
か
ら

柿
田
川
に
つ
い
て
説
明
し

て
頂
い
た
。
下
川
原
さ
ん

は
22
年
間
・
毎
朝
公
園
の

掃
除
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

＊
第
２
展
望
台

眼
下
に
円
形
の
中
に
ブ

ル
ー
の
湧
水
が
輝
い
て
み

え
る
。
こ
こ
は
紡
績
工
場

の
水
道
（
井
戸
）
跡
で
昭

和
40
年
代
に
払
い
下
げ
ら

れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

＊
製
紙
工
場
水
道
跡

左
岸
沿
い
に
木
道
を
歩

く
と
旧
製
紙
工
場
の
水
道

（
井
戸
）
跡
に
湧
き
、
こ

こ
で
は
秋
に
な
る
と
鮎
の

産
卵
が
見
ら
れ
る
貴
重
な

場
所
と
の
こ
と
で
あ
る
。

2

説明される下川原さん



現
在
の
公
園
場
所
に
は

製
紙
工
場
が
あ
り
、
40
年

前
ま
で
は
工
場
か
ら
の
汚

水
と
ヘ
ド
ロ
で
ひ
ど
い
状

態
だ
っ
た
が
、
柿
田
川
み

ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
の
皆
さ

ん
が
一
九
七
五
年
六
月
、

10
名
で
柿
田
川
自
然
保
護

の
会
を
設
立
し
、
活
動
を

開
始
、
署
名
活
動
を
行
い
、

工
場
を
別
の
場
所
に
移
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。

会
報
誌
『
柿
田
川
』
に

記
載
さ
れ
て
い
る
漆
畑
会

長
の
言
葉
に
よ
る
と
「
開

始
し
た
当
時
は
、
高
度
経

済
成
長
の
余
韻
が
強
く
残

り
、
無
名
な
柿
田
川
の
自

然
保
護
を
叫
ぶ
と
、
奇
異

の
目
で
見
ら
れ
た
。
職
場

で
も
、
自
然
保
護
は
企
業

の
敵
と
言
わ
れ
た
」
と
の

こ
と
で
あ
る
。

会
の
皆
さ
ま
の
先
駆
的

な
活
動
と
絶
え
間
な
い
努

力
が
、
環
境
庁
（
現
環
境

省
）
の
「
名
水
百
選
」
文

化
庁
の
「
天
然
記
念
物
指

定
」
に
繋
が
り
、
柿
田
川

湧
水
群
と
し
て
の
自
然
環

境
が
訪
れ
る
私
た
ち
の
心

を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
。

＊
柿
田
川
自
然
観
察
園

管
理
し
て
い
る
清
水
小

学
校
で
鍵
を
借
り
、
柵
の

扉
を
開
錠
し
て
河
岸
に
下

る
。
こ
こ
で
は
植
物
担
当

の
細
倉
さ
ん
が
、
柿
田
川

特
有
の
生
物
環
境
や
抱
え

て
い
る
課
題
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
さ
れ
、
質
問
に

も
丁
寧
に
答
え
ら
れ
た
。

＊
柿
田
川
の
生
物
環
境

平
成
24
年
３
月
に
策
定

さ
れ
た
『
柿
田
川
自
然
再

生
計
画
』
に
よ
る
と
、
柿

田
川
の
両
岸
は
切
り
立
っ

た
崖
と
な
っ
て
お
り
、
水

際
ま
で
河
畔
林
が
成
立
し

て
お
り
、
生
物
の
重
要
な

生
育
・
生
息
場
に
な
る
。

柿
田
川
の
水
域
は
水
温
・

水
量
に
変
動
が
な
く
、
年

間
を
通
じ
て
安
定
し
た
豊

富
な
湧
水
が
供
給
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
多
様
な
水
生

植
物
が
群
生
し
、
湧
水
環

境
に
依
存
す
る
貴
重
な
生

物
が
生
育
・
生
息
す
る
。

河
口
か
ら
７
㎞
し
か
離

れ
て
な
い
の
で
、
魚
類
・

甲
殻
類
な
ど
の
回
遊
性
の

種
が
多
く
見
ら
れ
る
生
物

相
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

柿
田
川
の
有
す
る
湧
水

河
川
と
し
て
の
特
性
に
よ

り
、
水
温
が
一
年
中
15
度

程
度
で
安
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
動
物
の
生
活
史

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

水
生
昆
虫
が
年
間
を
通
じ

て
羽
化
し
、
利
用
す
る
捕

食
者
が
季
節
外
れ
の
時
期

に
餌
採
り
を
す
る
な
ど
、

他
河
川
で
は
み
ら
れ
な
い

よ
う
な
独
特
の
生
態
系
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。

近
年
で
は
、
侵
略
的
外

来
種
が
急
速
に
分
布
を
拡

大
し
て
、
柿
田
川
の
生
態

系
の
構
造
を
変
化
さ
せ
る

と
い
う
課
題
が
あ
る
。

四
．
学
習
会
の
ま
と
め

①
三
島
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー

ク
は
、
市
民
団
体
が
参
加

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織

と
な
っ
て
お
り
、
水
辺
環

境
の
再
生
か
ら
地
域
再
生

へ
と
拡
大
し
て
い
る
こ
と

が
実
感
で
き
た
。

②

柿
田
川
み
ど
り
の
ト

ラ
ス
ト
・
柿
田
川
自
然
保

護
の
会
は
、
地
域
住
民
が

柿
田
川
の
貴
重
さ
を
自
覚

す
る
ま
で
、
永
年
に
渡
り

地
道
な
活
動
に
敬
服
し
ま

し
た
。

帰
路
は
、
３
月
８
日
に

開
通
し
た
『
圏
央
道
・
寒

川
北
Ｉ
Ｃ
』
経
由
で
予
定

通
り
に
帰
着
し
た
。
（
完
）

3
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説明される細倉さん


